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「地域活性化研究所シンポジウム2014」
「学生・教員活動成果発表」
プロジェクト・レポート
新潟経営大学特任教授 　藪下　保弘
新潟経営大学准教授 　石川　敦夫
　シンポジウム２日目（10月26日）のプログラムとし
て、「学生・教員活動成果発表（以下、「成果発表」）」
を新潟経営大学エントランス・ホールにおいて開催し
た。成果発表は、ポスター・セッションとオーラル・
セッションの形式で行った。
　オーラル・セッションでは、学生たちが20分の制限
時間で設定したテーマの現状把握、課題提起、提案・
対応策等を発表し、片上教授（地活研所長）、齋藤光
俊准教授、落合純助手がコメンテータを務めた。
　
常時、学生と一般を含めて30名ほどの参加者があった
が、会場は熱気に帯びた雰囲気で始まり、私語もなく
終始緊迫して進行した。
　質疑応答では、参加者からさまざまな意見や感想が
あり、高い問題意識を持つ学生の顕在が確認された。
　　
　
　ポスター・セッションには、片上ゼミから５組、中
嶋ゼミ、藪下ゼミ、齋藤光俊ゼミおよび吉田ゼミから
各１組が発表したほか、落合純助手の個人発表に加え
て加茂青年会議所から一般の参加があり、計11組の発
表があった。コメンテータを務める教員
（左から　落合助手、齋藤准教授、片上教授）
発表に聞き入る参加者たち 自然に他ゼミとの交流が生まれるポスター・セッション
オーラル・セッションでは積極的に質問が飛び交う
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ポスター・セッション発表研究一覧
片上ゼミ（２年生） 中島ゼミ（４年生）
齋藤ゼミ（４年生）片上ゼミ（３年生）
片上ゼミ（４年生）
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吉田ゼミ（３年生）
藪下ゼミ（２年生）
落合助手
加茂青年会議所
－ 82 －
　会場には、年表形式で「研究所のあゆみ」を作成し
て展示した。年表の制作にあたり、新潟経営大学開学
から時系列に「名目GDP」、「実質GDP」、「GDPデフレー
タ」および「日経平均株価」を示すグラフを作成し、
社会環境と研究所のあゆみが一目で対比できるよう配
慮した。グラフは、過去20年の経済指標をデフォルメ
して視覚的に理解容易になるよう工夫した。
　また、タイムラインに沿い研究所主催のフォーラム
およびシンポジウムなどを表記した。
　なお、年表作成にあたり作業工程から研究所の業績
リストと活動リストが副成果物として得られたため、
以下に整理して示す。
　ポスターセッションのポスター制作・デザインは、
本シンポジウム用に統一したテンプレートをあらか
じめ描画ソフトIllustratorで作成し、各発表者から
PowerPointで出稿されたファイルを、Illustrator に
埋め込む方式でA1サイズに統一して大判インクジェッ
ト・プリンタで出力し、アルミ・フレームにおさめて
全体をコーディネートした。要した費用は、フレーム
代金とプリンタ出力コストのみである。同じく、オー
ラル・セッションでは軽音楽部所属の学生たちが各自
で音響機材を持ち寄りオペレーションするなど、「成
果発表」については、現有資産の活用と手作りにより、
ほぼコスト・フリーを実現した点を付記したい。
地域活性化ジャーナル＜創刊号＞ 1998年12月
<フォーラム>
ハイテクと地域・社会の発展
㈱リバーベル代表取締役　鐘ヶ江正巳
IMF改革家の韓国経済と日韓関係
新潟経営大学教授　金　　宗炫
環日本海地域の長期経済動向
㈶環日本海経済研究所長　宍戸俊太郎
業績・研究成果
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金融ビックバンを迎える日本経済と新潟県地域産業
㈱ホクギン経済研究所常務取締役所長　松田　宣治
<論文>
地域経済の現状と新潟県経済について
経済企画庁調査局内国調査第二課　大川　景子
地域ダイナミックスの今日的課題
新潟経営大学助教授　椎谷　福男
雇用形態の流動と組織の活性化
新潟経営大学教授　関口　　功
消費税と企業の節税対策（私案）
新潟経営大学教授　小坂　清弘
地域活性化ジャーナル＜第２号＞ 1999年７月
国際経済＜ユーロ問題をめぐって＞
ユーロ：企業の戦略的挑戦
ロバート・シューマン大学教授　ジャック・ルイーリ
ユーロ時代の人的資源管理：戦術・戦略的課題
ドイツ軍附属大学人的資源管理・組織研究所
アレクサンダー・フリャイスター博士
＜地域産業の活性化戦略＞
新潟県の産業の現状とその活性化戦略
　新潟経済同友会事務局長　櫻井　　晃
競争優位を生む地域のクラスター（産業集積）の戦略
的課題
　新潟経営大学助教授　椎谷　福男
新潟県県勢の計量的研究
―経済・社会・文化等の水準に関する都道府県の比較
研究―
　新潟経営大学教授　高橋　　渉
　新潟経営大学助手　荒井　宏一
新潟県14圏域の総合力と地域間関係の計量的研究
　新潟経営大学教授　高橋　　渉
　新潟経営大学地域活性化研究所員　伊平　一也
地域活性化ジャーナル＜第３号＞ 1999年12月
＜論文＞
日ロ間の経済協力およびロシア極東地域と新潟県との
関係　―現状と希望―
在新潟ロシア連邦総領事　G.K.フロローフ
日ロ経済協力と新潟のビジョンの戦略的課題
環日本海経済研究所所長・日商岩井株式会社顧問
吉田　　進
会計ビックバンとそのインパクト
㈱パシフィックコンサルタンツインターナショナル
理事・元経済企画庁・審議官（国民生活局担当）・経済研究所次長
　　山川　英明
＜調査・研究報告＞
地域企業情報ネットワークシステムの研究
　新潟経営大学・地域活性化研究所　研究プロジェクト１
主査　蛯名　保彦
　
地域活性化ジャーナル＜第４号＞ 2000年７月
－マグネシウム開発と県央集積地域企業－
マグネシウム開発の事業に関する研究
　新潟経営大学教授　蛯名　保彦
新潟県県央集積地域の企業経営におけるマグネシウム
開発　―ヒヤリング調査による現状と課題―
　新潟経営大学地域活性化研究所研究員　伊平　一也
－日韓経済関係－
国際化・情報化時代の韓・日経済協力の方向（ハング
ル語／日本語）  　　 韓国蔚山大学経済学部　張　　炳翼
日韓自由貿易協定の締結は実現するか
　―地域統合の進展と日韓関係―
　アジア経済研究所　石崎　菜生
地域プラットホーム構築への試論
　新潟経営大学助教授　椎谷　福男
地域活性化ジャーナル＜第５号＞ 2001年２月
IT革命と地場産業
モノづくり視点からのIT革命
―地場産業の実態分析―
　新潟経営大学助教授　椎谷　福男
IT革命が及ぼす地域活性化の展開
―地域産業への提言―
　新潟経営大学助教授　石井　泰幸
実録「燕返し」
日本金属ハウスウェア工業組合専務理事　中林　国治
中越地域産業活性化に関する研究ノート
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　新潟経営大学教授　加藤　　孝
「加茂木工産業の歴史を探る」　第一部　木工産業の発
生について
学校法人加茂暁星学園　相田　一男
地域活性化ジャーナル＜第６号＞ 2001年９月
平成12年度「ビジネススクール」の要約
IT革命の理想と現実　―21世紀の展開するIT革命に
ついて―
　新潟経営大学助教授　石井　泰幸
地域企業化のためのビジネスアイデア開発
　新潟経営大学名誉教授　　　加藤　　孝
雇用形態の流動化について
　―その必要性と方向に関して―
　新潟経営大学教授　関口　　功
広島市および周辺郡部における地域活性化とマーケ
ティングの事例
　新潟経営大学教授　片上　　洋
地域活性化ジャーナル＜第７号＞ 2002年３月
アジア共生型『ビジネス情報ネットワーク』の提唱
―新潟経営大学ビジネスフォーラムの論点整理と課題―
　新潟経営大学教授　蛯名　保彦
「公」と「私」の役割について　―PFI―
パシフィックプログラムマネージメント株式会社理事・
元経済企画庁（現内閣府）審議官　山川　英明
e-ビジネス実態調査からみた三条・燕圏の課題
新潟経営大学助教授　椎谷　福男
地域活性化ジャーナル＜第８号＞ 2002年11月
北東アジアにおける中小企業：そのパートナーシップ
形成に向けて（日本語／英語）
SMALL AND MEDIUM-SIZED ENTERPRISES IN 
NORTHFAST ASIA : TOWARDS CROSS-BORDER 
PARTNERSHIPS
㈶環日本海経済研究所
主任研究員　ウラジミール・I・イワノフ
「産業・就業構造の変容と人材養成の課題」
―『ビジネス教育』試論―
　新潟経営大学教授　蛯名　保彦
地域活性化ジャーナル＜第９号＞ 2003年3月
地域産業と高付加価値製品概念の現実妥当性
　新潟経営大学助教授　椎谷　福男
地域工業集積の活性化についての考察
―工業集積モデルの分類・提案とネットワーク視点を
考慮した産業クラスターの検討―
　新潟経営大学講師　森岡　孝文
雇用面に相対的劣位を残す新潟県経済
―求められる知恵づくりへの道―
　ホクギン経済研究所特別顧問　松田　宣治
地域情報ネットワーク構築への視座
―地域の企業への「ビジネスフォーラム」の意義およ
びその考察―
　新潟経営大学助教授　石井　泰幸
「ビジネスフォーラム」をふりかえって
　新潟経営大学助教授　西澤　一光
中国私営企業の生成発展と今後の課題
―日本中小企業との共生を探る（その１）―
新潟経営大学名誉教授　加藤 　孝
地域活性化ジャーナル＜第10号＞ 2004年２月
中国私営企業の生成発展と今後の課題
―日本中小企業との共生可能性を探って（その２）―
　新潟経営大学名誉教授　加藤　　孝
「日本経済再生と社会的成長試論」
　新潟経営大学教授　蛯名　保彦
地域活性化ジャーナル＜第11回＞ 2005年３月
地域活性化につながる中小企業の展開
越後ものづくりネットワークについて
　　株式会社ナリタ工業　代表取締役　成田　秀雄
中小企業のロシア進出　
―実践的マーケティング―
有限会社極東産業　代表取締役　浜野　道博
クラスター形成の視座
地域の産業競争力を生むクラスター戦略　
―燕産地の「金属製品加工クラスター」中心に―
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　新潟経営大学教授　椎谷　福男
ミニクラスター形成の考察　
―ミニクラスター形成のための理論と提言―
　新潟経営大学助教授　森岡　孝文
現代文化と現代経営
　新潟経営大学助教授　西澤　一光
地域活性化ジャーナル＜第12号＞ 2006年３月
＜地域企業事例研究＞
燕「磨き屋シンジケート」　
―活性化のための企業間連携―
　新潟経営大学助教授　森岡　孝文
＜論文＞
顧客参加型の＜ものづくり＞と」玉川堂におけるブラ
ンド構築について　―現代文化と現代経営Ⅱ―
新潟経営大学教授　西澤　一光
央地域活性化戦略への示唆
　―中国私営中小企業の生成発展事例に学ぶ―
　新潟経営大学名誉教授　加藤　　孝
地域活性化ジャーナル＜第13号＞ 2007年６月
地域産業創生のための新視点
スタンフォード大学名誉シニアフェロー　今井　賢一
『暗黙知』の射程　―現代文化と現代経営Ⅲ―
　新潟経営大学助教授　西澤　一光
プリシジョン・マーケティングとは何か　
―地域活性化にむけて新時代マーケティングの提案―
　新潟経営大学教授　野呂　一郎
＜オピニオン>
新潟県の商業集積型市街地活性化戦略の考察　
―加茂駅前を中心として―
　新潟経営大学教授　片上　　洋
地域活性化ジャーナル＜第14号＞ 2008年３月
産学官連携による科学技術駆動型の地域経済活性化に
向けて
前財務大臣・衆議院議員・自由民主党科学技術創造立国推進 
調査会最高顧問  　　　　　　　　　　　　  　尾身　幸次
産学官連携・地域科学技術施策の現況
文部科学省研究振興局研究環境・産業連携課長　田口　　康
地方大学活性化戦略　―大学案内の活用を中心に―
新潟経営大学教授　野呂　一郎
新局面を迎えた日本海物流ネットワーク　
―日本海クロスオーバー型ランドブリッジ構想―
新潟経営大学教授　蛯名　保彦
地域活性化ジャーナル＜第15号＞ 2009年３月
＜研究プロジェクト＞
『広域連携型関越クラスター』構想　
“地域再生ニューディール”への一試論として
　新潟経営大学教授　蛯名　保彦
中小企業・ベンチャー企業の失敗時の倒産要因
　新潟経営大学教授　宮脇　敏哉
大学・地域・企業の連携によるスポーツを通じた地域
活性化　―学園祭サッカー教室を活用した教育と地域
貢献の融合について―
　新潟経営大学助教　福田　拓哉
地域活性化ジャーナル＜第16号＞ 2010年３月
日本経済の成長戦略―アジア版ニューディール構想―
　新潟経営大学教授　蛯名　保彦
燕三条の中小企業による環境対応製品開発の可能性に
ついて　―調査結果の分析―
　新潟経営大学教授　宮脇　敏哉
　新潟経営大学准教授　伊部　泰弘
田上町民の体力・健康に関する意識調査
―今後のスポーツ・健康行政の在り方と大学が果たす
役割に関する一考察―
　新潟経営大学助教　福田　拓哉
　新潟経営大学助教　横山　　泰
　新潟経営大学教授　杉浦善次郎
現場からの研究員レポート
NPB新時代！阪神タイガース野球新興国への挑戦　―
プロスポーツマーケティングのあたらしい衝撃―
　三條機械スタジアム　指定管理者　㈱丸富
代表取締役　柴山　昌彦
　新潟経営大学教授　野呂　一郎
－ 86 －
地域活性化ジャーナル＜第17号＞ 2011年３月
『北東アジア経済圏』のグランドデザインと新潟県の
新拠点性論　”バージョンⅠ”から”バージョンⅡへ”
新潟経営大学教授　蛯名　保彦
中越地域産業クラスターであるレアメタル都市燕三条
の研究
　新潟経営大学教授　宮脇　敏哉
　新潟経営大学准教授　伊部　泰弘
知の巨人　ジャイアント馬場の経営学　
―ブランドとナレッジで　“世界のジャイアント馬場”
をさらに巨大な存在にする―
『ジャイアント馬場さんの足跡をたどる会』　柴山　昌彦
　新潟経営大学教授　野呂　一郎
地域活性化ジャーナル＜第18号＞ 2012年３月
日本のエネルギー戦略の方向と課題　
―『北東アジア・クリーンエネルギー共同体』構想を
中心にして―
　新潟経営大学特任教授　蛯名　保彦
地方開催試合におけるプロ野球観戦者の消費動向
　新潟経営大学教授　杉浦善次郎
　新潟経営大学准教授　福田　拓哉
地域活性化ジャーナル＜第19号＞ 2013年３月
Forward balancing（“前向きのバランス指向”）論か
ら見た新通商ルールの課題　―アジアにおける地域統
合論始動の下での“新しいクラスター”像―
　元新潟経営大学教授　蛯名　保彦
連携による経営資源の獲得
　新潟経営大学准教授　石井　圭介
企業活性化のための会計参与の活用と法的課題
新潟経営大学助教　清水　正博
地域活性化ジャーナル＜第20号＞ 2014年３月
地球環境時代におけるエコビジネスの意義
　東海学園大学　名誉教授
　地域活性化研究所客員研究員　西田　安慶
漁業・農業の協働によるサケの肥料化とブランド米
　新潟経営大学准教授　石川　敦夫
中小企業の会計基準～現状と課題～
　新潟経営大学特任教授　藪下　保弘
企業活性化のための独立取締役の活用と法的課題
　新潟経営大学助教　清水　正博
（敬称略）
地域活性化研究所開設記念フォーラム　
1998年７月４日
テーマ「新潟県地域産業活性化の課題－その拠点論を
めぐって－」
於：加茂産業センター
フォーラム
・ハイテクと地域・社会発展
㈱リバーベル代表取締役　鈴々江真巳
・MIF　改革下の韓国経済と日韓関係
　　新潟経営大学教授　金　　宗炫
・環日本海地域の長期経済動向
㈶環日本海経済研究所長　宍戸　俊太郎
金融ビックバンを迎える日本経済と新潟県地域産業
ホクギン経済研究所常務取締役所長　松田　宣治
2001年
テーマ「アジア共生方（ビジネス情報ネットワーク」
の提唱）
・新潟経営大学ビジネスフォーラムの論点整理と課題
　　　新潟経営大学教授　蛯名　保彦
新潟経営大学ビジネスフォーラム2001　
テーマ「ビジネスにおける情報ネットワークの活用の
現状と今後の課題」
第1回「情報ネットワークとは何か－問題をすべて浮
き彫りにします－」
７月11日　於：新潟市万代市民会館
第２回「サプライチェーンマネジメントとその問題点
－地域の流通形態にあったSCMとは－」
８月８日　於：三条・燕地域リサーチコア
研究所主催　シンポジウム・フォーラム等
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新潟経営大学創立10周年記念シンポジウム　
2003年９月19日
テーマ「グローバル化の中での地域産業・企業の活性化」
於：加茂文化会館
地域活性化研究主催シンポジウム　
2005年11月11日
テーマ「地域産業の活性化戦略：再考」
於：本学
・地域産業創生のための新規点
スタンフォード大学名誉シニアフェロー　今井　賢一
地域フォーラム2007　
2007年10月22日
テーマ「産学官連携で地域を活性化する」　
於：燕三条ワシントンホテル
・産学官連携による科学技術稼動型の地域経済活性化
に向けて
　前財務大臣・衆議院議員・自由民主科学技術創造立国推 
　進調査会最高顧問
尾身　幸次
・産学官連携・地域科学技術施策の現状
　文部科学省研究振興局研究環境・産業連携課長
田口　　康
地域活性化シンポジウム　2009/2010　
2010年２月24日
テーマ「地域企業を活性化させる新潟県と北東権との
産業連携を考える」
於：燕三条ワシントンホテル
地域活性化シンポジウム　2010/2011　
2011年２月25日
テーマ「次世代自動車と新潟県中越地域の活性化－
EV（電気自動車）の開発を中心として－」
於：加茂市産業センター
地域活性化シンポジウム　2012　
2012年9月16日
テーマ「電気自動車による地場産業活性化の可能性－
コンバートEV（改造電気自動車）を中心として－」
於：加茂市産業センター
地域活性化研究所設立15周年記念シンポジウム　
2013年12月21日
テーマ「プロスポーツ組織の顧客関係戦略－CRMと
ブランド・コミュニティの効果と展開－」
於：新潟県健康づくり・スポーツ医科学センター
第一部講演
・巨人軍におけるG-Poの活用とその効果
　　　　　　　読売新聞東京本社事業局スポーツ事業部
佐藤　琢亮
第二部講演
・Jリーグにおける顧客データの見える化と活用につ
いて
　　　　　　　公益社団法人日本プロサッカーリーグ
競技・事業統括本部事業部　阿部　俊介
第三部講演
・アルビレックス新潟後援会がクラブ経営に与える影 
　響
新潟経営大学准教授　福田　拓哉
第四部講演
・アルビレックス新潟における後援会員獲得施策
アルビレックス新潟後援会事務局　吉留　広大
パネル・ディスカッション
　　　パネリスト：佐藤琢亮、阿部俊介、吉留広大
　　　コーディネータ：福田拓哉
地域活性化シンポジウム2014　
2014年10月25日・26日
テーマ「新・地域活性化宣言～これまでの20年これ
からの10年～」
後援：新潟日報社、新潟県三条地域振興局、加茂市、
田上町、三条市、燕市、弥彦村、加茂商工会議所、三
条商工会議所、燕商工会議所、田上町商工会、弥彦村
商工会、三条工業会、加茂青年会議所、燕三条青年会
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議所
10月25日　於：本学大講義室
基調講演
・限界集落からの脱却～可能性の無視は最大の悪策～
立正大学客員教授　高野　誠鮮
パネル・ディスカッション
　　担い手目線で描く「まちづくりの未来図」
　　　パネリスト：
立正大学客員教授　高野　誠鮮
田上町議会議員　今井　幸代
加茂青年会議所小京都まちづくり委員会委員長
山田　　宗
　　　コーディネータ：
新潟日報社三条総局長　蛭子　克己
10月26日　於：本学エントランス・ホール
学生・教員活動発表
（オラール・セッション、ポスター・セッション）
謝辞
　本プロジェクトにあたり、渡辺学長、杉浦学部長に
はプロジェクトの推進を快く後押しいただきました。
　また、オーラル・セッション、ポスター・セッショ
ンは、本学では前例のない試みかつ学生が主役となる
運営の可能性を模索したものであり、各位のご理解が
なければ成し得ませんでした。右往左往するプロジェ
クトに、企画・準備段階からセッション当日に至るま
で笠原事務長、茂野課長、坂井課長をはじめとする事
務スタッフ各位および片上洋所長をはじめとする地域
活性化研究所運営委員各位から温かい支えを頂戴しま
した。衷心よりお礼申し上げます。
